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以下では編集の都合上、空集合の記号∅をギリシャ文字（ファイ）で代用する。

集合 Aの要素が有限個のとき、 Aの要素の個数を  An で表す。ただし、   0n とする。

（注）

集合の要素の個数を表す記号としては、  An のほかに、 A# や A などもある。

全体集合をU とし、 Aと B をU の部分集合とするとき、次のことが成り立つ。

１． BA ならば      BnAnBAn 
２．        BAnBnAnBAn  

３．      AnUnAn 

（例）

U を全体集合とし、 Aと B をU の部分集合とする。

  50Un 、   20An 、   30Bn 、   10BAn 
が成り立つとき、

        40103020  BAnBnAnBAn 

      104050  BAnUnBAn 

BAX  、 BAY  とすると

AYX  かつ YX 
が成り立つから

     YnXnAn 

である。したがって

      101020  BAnAnBAn 
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